
【
公
民
館
図
書
室
】

■
休
業
日
／
12
月
28
日
㈭
～
令
和
6
年
1

月
5
日
㈮

【
絵
本
館
】

■
休
業
日
／
12
月
26
日
㈫
～
令
和
6
年
1

月
5
日
㈮
（
26
日
は
返
却
の
み
可
）

【
総
合
体
育
館
】

■
休
業
日
／
12
月
30
日
㈯
～
令
和
6
年
1

月
5
日
㈮

【
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈰
～
令
和
6
年
1

月
1
日
㈪

【
夜
間
学
校
開
放
】

■
休
業
日
／
12
月
30
日
㈯
～
令
和
6
年
1

月
8
日
㈪

【
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
・
倶
知
安
風
土
館
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈰
～
令
和
6
年
1

月
5
日
㈮

■
日
時
／
令
和
6
年
1
月
5
日
㈮
10
時
～

■
場
所
／
ホ
テ
ル
第
一
会
舘

■
会
券
代
／
千
円
（
1
枚
）

■
申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
ま
た
は
、

倶
知
安
商
工
会
議
所
に
て
、
会
券
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い（
12
月
15
日
㈮
ま
で
）

問
総
務
課
総
務
係
☎
56
―
８
０
０
０

コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
中
は
「
提
出
の
み
」

で
し
た
が
、
今
年
度
は
書
き
初
め
大
会
を

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
1
月
10
日
㈬
受
付
9
時
30
分
～
、

開
会
式
10
時
～

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー

ル
・
中
会
議
室
・
小
会
議
室

※
参
加
申
込
書
は
各
学
校
を
通
じ
て
配
布

■
お
題
／
小
学
1
・
2
年
生
「
つ
ば
さ
」

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し

て
し
尿
や
雑
排
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な

水
に
す
る
装
置
の
た
め
、
微
生
物
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
保
つ
よ
う
維
持
管
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
保
守
点
検
、

清
掃
、
法
定
検
査
に
分
け
ら
れ
、
浄
化
槽

法
で
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的
に
実
施
、
受
検
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
保
守
点
検
／
浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
、

補
修
や
消
毒
剤
の
補
給
を
行
い
ま
す
。

道
に
登
録
す
る
業
者
に
依
頼
し
、
年
３

回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

小
学
3
・
4
年
生
「
青
い
空
」

小
学
5
・
6
年
生
「
希
望
の
光
」

中
学
生
「
未
知
へ
の
挑
戦
」

問
社
会
教
育
課
☎
22
―
４
１
５
１

■
日
時
／
令
和
6
年
1
月
7
日
㈰
14
時
～

　
（
受
付
13
時
）

■
場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者
／
平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
16
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
案
内
を
発

送
。
現
在
、
就
学
・
就
職
な
ど
で
町
内

に
住
民
票
が
な
い
場
合
で
も
出
席
可
。

希
望
者
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
社
会
教
育
課
☎
22
―
４
１
５
１

　

町
で
は
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道

新
幹
線
倶
知
安
駅
開
業
に
伴
い
、
新
幹
線

の
PR
お
よ
び
機
運
醸
成
を
目
的
に
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
新
幹
線
の
「
絵
・
習
字

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

絵
画
と
習
字
の
2
部
門
で
、
各
部
門
12

作
品
、
合
計
24
作
品
を
入
選
作
品
と
し
て

選
出
し
ま
す
。入
選
者
に
は
、新
幹
線
グ
ッ

ズ
な
ど
を
贈
呈
し
、
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
冬
休
み
期
間

を
使
っ
て
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
新
幹
線
係

☎
56
―
８
０
１
２

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末
を
安
心

し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
毎
年
恒
例
の
歳
末

物
資
配
分
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
末
物
資
の
受
付
も
随
時
行
っ

■
清
掃
／
槽
内
の
掃
除
や
た
ま
っ
た
汚
泥

や
ス
カ
ム
を
抜
き
取
る
作
業
で
、
町
長

の
許
可
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し
、
年

１
回
以
上
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

こ
れ
ら
の
他
、
浄
化
槽
を
使
用
す
る
際

は
以
下
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
浄
化
槽
に
空
気
を
送
る
ブ
ロ
ア
の
ス

イ
ッ
チ
は
絶
対
切
ら
な
い

・
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
異
物
を
流
さ
な
い
、
塩
酸
な
ど
の
薬

品
は
使
わ
な
い

・
台
所
の
流
し
に
野
菜
く
ず
や
て
ん
ぷ
ら

油
を
流
さ
な
い
、
洗
濯
洗
剤
は
適
量
使
う

　

児
童
ク
ラ
ブ

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
12
～
16
万
円
程
度
、

期
末
手
当
・
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・

通
勤
手
当
有

※「
倶
知
安
町
保
育
人
材
確
保
一
時
金
」

　
　

の
対
象
と
な
る
場
合
有
。
詳
細
問
合
せ

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
免
許
証
の
写
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
提
出

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

交
通
指
導
員　

2
名

■
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
保
持
者

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
登
下
校
時
の
児
童
や
生
徒
、

一
般
歩
行
者
へ
の
安
全
な
通
行
指
導
と

誘
導
な
ど
の
交
通
安
全
業
務

■
勤
務
時
間
／
7
時
30
分
～
9
時
と

13
時
30
分
～
15
時
、
月
に
よ
っ
て
勤
務

時
間
や
勤
務
日
数
に
変
更
有

■
勤
務
場
所
／
通
学
路
な
ど

■
賃
金
・
待
遇
／
月
額
6
～
7
万
円
程
度

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係

☎
56
―
８
０
０
５

自
衛
官
候
補
生
（
第
6
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
12
月
20
日
㈬
～
令
和
6
年

1
月
12
日
㈮

■
試
験
日
／
令
和
6
年
1
月
19
日
㈮
、
20

日
㈯
の
い
ず
れ
か
一
日

高
等
工
科
学
校
生
徒

■
受
験
資
格
／
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間
／
受
付
中
～
令
和
6
年
1
月

5
日
㈮

■
一
次
試
験
日
／
令
和
6
年
1
月
13
日

て
い
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
不
用
品
処
理
を
目
的
と
し
た
寄
贈
、
配

分
物
資
の
転
売
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

■
対
象
者
／
町
内
在
住
で
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
方
（
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い

る
方
を
含
む
）

■
日
時
／
12
月
22
日
㈮
10
時
～

■
場
所
／
保
健
福
祉
会
館

問
倶
知
安
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22
―
４
１
５
０

　

㈯
、
14
日
㈰
の
い
ず
れ
か
一
日

■
二
次
試
験
日
／
令
和
6
年
1
月
25
日

㈭
～
28
日
㈰
の
い
ず
れ
か
一
日

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　

古
谷　

和
之
☎
23
―
３
１
６
５

　

清
水　

礼
子
☎
22
―
０
０
７
５

　

名
畑　

由
美
☎
22
―
１
１
７
７

　

油
谷　

賢
次

☎
０
９
０
―
８
９
０
３
―
３
４
０
３

役
場
臨
時
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

■
開
設
日
時
／
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
９

時
～
13
時

■
開
設
窓
口
／
住
民
環
境
課
住
民
係
（
証

明
書
な
ど
の
発
行
に
限
る
）、
福
祉
医

療
課
・
こ
ど
も
未
来
課
・
税
務
課
・
出

納
室
・
水
道
課
総
務
係

役
場
の
閉
庁
日
に
つ
い
て

■
閉
庁
日
／
12
月
30
日
㈯
～
令
和
6
年
1

月
8
日
㈪
（
5
日
は
臨
時
窓
口
開
設
）

ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

【
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈰
～
令
和
6
年
1

月
3
日
㈬

【
エ
コ
ガ
レ
ー
ジ
】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈰
15
時
～
令
和
6

年
1
月
4
日
㈭

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

■
休
業
日
／
令
和
6
年
1
月
1
日
㈪
～
3
日
㈬

社
会
教
育
施
設
の
休
業
に
つ
い
て

【
公
民
館
（
図
書
室
除
く
）】

■
休
業
日
／
12
月
31
日
㈰
～
令
和
6
年
1

月
5
日
㈮

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
係　

若
干
名

■
任
用
期
間
／
12
月
中
旬
～
翌
年
3
月
上
旬

■
業
務
内
容
／
リ
フ
ト
運
行
管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
／
週
5
日
（
土
日
祝
日
勤
務

有
・
シ
フ
ト
制
）

通
常
営
業
日
は
7
時
30
分
～
16
時
、
ナ

イ
タ
ー
営
業
日
は
7
時
30
分
～
14
時
30

分
ま
た
は
14
時
～
21
時

■
勤
務
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
６
０
～

１
１
１
７
円
、
社
会
保
険
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
券
売
係　

若
干
名

■
任
用
期
間
／
12
月
中
旬
～
翌
年
3
月
上
旬

■
業
務
内
容
／
リ
フ
ト
券
発
券
業
務
な
ど

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

暮らしの

Information

－13－ －12－

募

集

■
勤
務
時
間
／
通
常
営
業
日
は
8
時
～
12

時
15
分
ま
た
は
11
時
45
分
～
16
時
、

ナ
イ
タ
ー
営
業
日
は
8
時
～
14
時
45
分

ま
た
は
14
時
15
分
～
21
時

■
勤
務
場
所
／
旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場

■
賃
金
・
待
遇
／
時
給
９
６
０
～

１
１
１
７
円
、
社
会
保
険
・
通
勤
手
当
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
総
合
体
育
館
☎
22
―
２
２
８
８

児
童
支
援
員　

若
干
名

■
応
募
資
格
／
児
童
福
祉
に
関
心
の
あ
る

方
、
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許
有
資
格

者
・
児
童
関
連
業
務
の
従
事
経
験
者
尚
可

■
任
用
期
間
／
任
用
日
～
翌
年
3
月
31
日

■
業
務
内
容
／
遊
び
を
通
じ
た
生
活
指
導

■
勤
務
時
間
／
平
日
10
時
～
18
時
ま
た
は

13
時
～
18
時
、
土
曜
・
長
期
休
暇
期
間

8
時
～
18
時
の
間
で
シ
フ
ト
制

■
勤
務
場
所
／
北
児
童
館
お
よ
び
放
課
後

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

自
衛
官
募
集

周

知

　納税だより

【住宅ローン控除について】

　住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）とは、個人が住

宅ローンを利用して住宅を取得、リフォームする際に所得税

から控除が受けられる制度です。また、住民税からも控除が

受けられます。（ただし限度額あり）

○初めて住宅ローン控除を受ける方や、勤務先の年末調整で

住宅ローン控除を申告していない方は、税務署に確定申告

をして住宅ローン控除の適用を受ける必要があります

【医療費控除について】

　医療費控除とは、その年の 1月 1日から 12 月 31 日までの

間に申告者本人または申告者と生計を一にする配偶者や親族

のために、一定額以上の医療費を支払った場合に、申告によ

り所得控除を受けることができる制度です。

○医療費自体が戻るのではなく、その年の課税のもととなる

所得金額が減額されることにより税金が安くなる制度で

「医療費控除の明細書」（国税庁様式）の提出が必要となり

ます

○生命保険契約などの入院費給付金や、健康保険で支給され

る高額療養費・家族療養費などの保険金による補てんがあ

る場合には、支払った医療費の金額から差し引くこととな

ります

○医療費控除の特例制度（セルフメディケーション税制）を

受ける場合は、従来の医療費控除は受けることができませ

ん。どちらかを選択することとなります

○確定申告書には、マイナンバーの記載が必要です。加えて、

マイナンバー確認書類および本人確認書類の提示が必要と

　なります。

問税務課住民税係☎ 56 － 8003

町道民税・軽自動車税のこと　住民税係☎ 56 ー 8003
税金の納付方法、納税相談のこと　納税係☎ 56 ー 8002
宿泊税のこと　宿泊税係☎ 56 ー 8002
固定資産税のこと　資産税係☎ 56 ー 8004

年
末
年
始
の
施
設
休
業
に
つ
い
て

１
月
５
日
は
窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す

「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
の
お
知
ら
せ

新
年
交
礼
会

小
中
学
生
書
き
初
め
大
会

浄
化
槽
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

新
幹
線
の
絵
・
習
字
コ
ン
ク
ー
ル

歳
末
物
資
配
分
の
ご
案
内



■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

■
試
験
内
容
／
数
学
、
国
語
、
面
接

問
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
北
海

　

道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４

０
１
２
５
―
52
―
９
１
７
７

　

町
で
は
、
老
朽
化
が
課
題
と
な
る
プ
ー

ル
・
絵
本
館
・
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
）
の
各
機
能
を
備

え
た
、
新
た
な
複
合
施
設
の
整
備
を
検
討

し
て
お
り
、整
備
を
進
め
る
に
あ
た
り「
基

本
的
方
針
や
具
体
的
な
規
模
・
機
能
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
な
ど
を
定
め
た
、「
倶
知

安
町
営
プ
ー
ル
絵
本
館
複
合
拠
点
施
設
整

備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
速
や
か
な
整
備
に
向
け
て
既

存
施
設
の
解
体
と
新
施
設
の
設
計
業
務
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

町
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
施
設
計
画
係
☎
22
―
４
１
５
１

問
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
ま
ち
づ
く
り
係

☎
56
―
８
０
１
２

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
」

で
は
、来
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
障
害
の
あ
る
求
職
者

■
訓
練
科
目
／
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｃ
Ａ

Ｄ
機
械
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
科
、
総
合
実
務
科

■
願
書
受
付
期
間

・
第
1
回
／
受
付
中
～
令
和
6
年
1
月

11
日
㈭

・
第
2
回
／
令
和
6
年
1
月
12
日
㈮
～

2
月
19
日
㈪

・
第
3
回
／
令
和
6
年
2
月
20
日
㈫
～

3
月
28
日
㈭

■
選
考
試
験
日

・
第
1
回
／
令
和
6
年
1
月
26
日
㈮

・
第
2
回
／
令
和
6
年
3
月
4
日
㈪

・
第
3
回
／
令
和
6
年
4
月
4
日
㈭

■
選
考
場
所
／
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

員
の
資
格
者
で
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

の
技
能
判
定
テ
ス
ト
2
級
相
当
の
ス

キ
ー
技
術
が
あ
る
方

■
受
講
料
／
７
０
０
円
（
当
日
）

②
赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ
養
成
講
習

■
日
時
／
令
和
6
年
1
月
20
日
㈯
、
21
日

㈰
の
2
日
間
、
9
時
～
16
時

■
対
象
者
／
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
の
資

格
者

■
受
講
料
／
３
０
０
円
（
当
日
）

※
別
途
ス
キ
ー
リ
フ
ト
代
が
必
要

■
場
所
／
①
総
合
体
育
館
、
②
旭
ケ
丘
ス

キ
ー
場

■
申
込
／
①
12
月
13
日
㈬
ま
で
、
②
令
和

6
年
1
月
10
日
㈬
ま
で
に
氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
添
え
て
「
日

本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区
」
へ
申
し

込
み

問
日
本
赤
十
字
社
倶
知
安
町
分
区

　
（
住
民
環
境
課
生
活
安
全
係
内
）

　

☎
56
―
８
０
０
５　
　

23
―
２
０
４
４

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
冬
期
間
の
く
と

さ
ん
パ
ー
ク
駐
車
場
を
町
内
の
飲
食
店
や

商
店
を
利
用
さ
れ
る
方
々
に
向
け
て
、
一

部
開
放
し
ま
す
。
駐
車
場
台
数
に
限
り
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
12
月
上
旬
～
令
和
6
年
3
月
31

日
㈰
（
早
朝
の
除
雪
時
間
を
除
く
8
時

～
2
時
の
間
）

詳
し
く
は
、
町
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

資
格
登
録
更
新
実
施
案
内
お
よ
び
申
込
書

な
ど
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た

期
間
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
な
ど
が
変
更
に
な
っ
て
い

る
対
象
者
の
方
は
、
更
新
案
内
が
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
変

更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
更
新
対
象
者
／
平
成
30
年
度
に
北
海
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
に
合

格
し
た
方
ま
た
は
資
格
登
録
更
新
手
続

き
を
行
っ
た
方
で
、
資
格
登
録
期
間
が

令
和
６
年
３
月
31
日
で
満
了
す
る
資
格

登
録
者

■
受
付
期
間
／
令
和
6
年
1
月
9
日
㈫
～

15
日
㈪
8
時
45
分
～
17
時
30
分

※
土
・
日
曜
を
除
く

■
更
新
方
法
／
手
続
き
終
了
後
、
更
新
用

テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す

■
手
数
料
／
7
千
円

※
更
新
手
数
料
（
テ
キ
ス
ト
代
込
）
お

よ
び
資
格
認
定
証
交
付
等
手
数
料

問
水
道
課
下
水
道
係
☎
56
―
８
０
１
４

　

雪
の
楽
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
ス

キ
ー
場
な
ど
で
の
事
故
防
止
や
け
が
人
の

救
助
、
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ

・
異
音
や
異
臭
が
す
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

保
守
点
検
業
者
に
連
絡
す
る

問
住
民
環
境
課
環
境
対
策
室
地
域
衛
生
係

☎
56
―
８
０
０
８

　

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
の
有

効
期
間
は
5
年
間
で
あ
り
、
資
格
登
録
者

は
5
年
ご
と
に
資
格
登
録
更
新
の
手
続
き

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。対
象
者
に
は
、

ようてい法律事務所

弁護士 渡邉 恵介
☎ 21-6228

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

－14－

火
の
用
心
！
年
末
年
始
は
火
災
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

冬
は
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
る
た
め
、
火
災
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
年
末
年
始
は
、
休
暇
な
ど
で
家
で

過
ご
す
時
間
が
長
く
な
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
火
気
を
取
り
扱
う
際
は
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
次
の
点
な
ど
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
目
を
離
さ
な
い

○
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い

火
災
は
一
瞬
の
気
の
緩
み
か
ら
、
大
切

な
生
命
・
財
産
を
奪
っ
て
い
き
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、
よ
り
一
層
火
の
元
に
注

意
し
て
、明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

11 月 15 日 ( 水 ) までに住民環境課住民係へ
届け出があったもので、承諾を受けた内容
について掲載しています。

令和 5 年 令和 4 年
人　身 25 件 22 件
物　損 563 件 344 件
死　者 0 名 0 名

10 月末までの
町内交通事故発生状況

令和 5 年 令和 4 年
火　災 7 件 9 件
救　急 704 件 622 件
救　助 43 件 47 件
その他 74 件 70 件

10 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

人の動き　令和 5年 10月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

14,610 人

 7,524 人

 7,086 人

8,152 世帯

（前月比  +34）

（前月比  +13）

（前月比  +21）

（前月比  +46）

うち外国籍住民 908人（前月比  +59）

10
月
の
主
な
事
件

▽
事
務
所
内
に
お
い
て
、
保
管
し
て
い
た

工
具
類
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し

た
。

▽
神
社
内
に
お
い
て
、
さ
い
銭
箱
か
ら
現

金
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
敷
地
内
に
駐
車
中
の
車
両
内
に
保
管
し

て
い
た
工
具
類
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
あ
り

ま
し
た
。

－15－

カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
と
太だ

じ
ょ
う
か
ん

政
官
布
告

10
月
の
主
な
交
通
事
故

▽
6
日
、
道
道
に
お
い
て
、
車
両
相
互
の

人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
18
日
、
町
道
に
お
い
て
、
車
両
相
互
の

人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
29
日
、
国
道
5
号
に
お
い
て
、
車
両
相

互
の
人
身
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　12 月 3 日は「カレンダーの日」だそうです。これは、明治政府が、

太陰暦での明治 5 年 12 月 3 日を太陽暦での明治 6 年 1 月 1 日とし

たことに由来するとか。

　さて、この太陰暦が太陽暦となった根拠ですが、これは、「改暦

ノ布告」（明治 5年 11 月 9 日太政官布告第 337 号）にあります。「改

暦ノ布告」では、それまで「子
ねのこく

刻」と呼んでいたものを「午前零時」

とするなど、時間の読み方についても定めています。

　そして、この「改暦ノ布告」は、現在効力を有する最も古い法令

とも言われています（諸説有り）。

　「太政官布告」とは、明治初期に存在していた太政官によって公

布された法令の形式で、まだ内閣も憲法も議会もなかった時代です。

そんな古い形式のものがなぜ今も効力を持っているのでしょうか。

　まず、明治 22 年に明治憲法が公布されましたが、その 76 条 1 項

において、太政官布告を含む従前ある規則や命令については、憲法

に反しない限り、明治憲法下においても法律や命令としての効力を

有すると定められました。

　そして、日本国憲法施行後については、明治憲法下で効力を有し

ていた法律は、新憲法に反しない限り有効と扱われ、命令について

も、本来法律で定めるべきもの以外はそのまま有効とされました。

　「太政官布告」が現在でも効力を有するのは、憲法や法律上の根

拠があったのです。

　ちなみに、「改暦ノ布告」は、「西暦の年が、100 で割り切れて、

かつ 400 で割り切れない年は閏
うるう

年としない」というルールが脱落し

ていたため、後に「閏年ニ関スル件」により不備が補われました。

講
習
で
す
。

①
赤
十
字
雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅰ
養
成
講
習

■
日
時
／
12
月
23
日
㈯
9
時
～
17
時

■
対
象
者
／
満
18
歳
以
上
の
救
急
法
救
急

ごめいふくをお祈りします

新
た
な
人
権
擁
護
委
員

新
井

融
さ
ん

○小さな工夫で暖房費を節約しましょう
・無理のない温度設定に努めよう
・室内の温度を逃がさないよう、

長めのカーテンを利用しよう
・ソファーには膝掛けを用意しよう
・衣服はいつもより 1 枚多く着用しよう

FAX

灯油、電気代が高止まり

　現在、世界で起きている戦争、難民、飢餓、
異常気象、コロナなどのさまざまな問題は、
各家庭にも影響を与えています。

北海道消費者協会と賛同する地方協会の
連名（当協会参加）で「物価高騰対策の
継続・拡大を求める緊急要請」を 10 月
20 日、北海道知事宛てに提出しました。

く
と
さ
ん
パ
ー
ク
駐
車
場
の
冬
期

の
利
用
に
つ
い
て

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

プ
ー
ル
絵
本
館
複
合
拠
点
施
設
の

建
設
に
向
け
た
整
備
計
画

赤
十
字
社
に
よ
る
講
習
会

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格
登
録

更
新
の
お
知
ら
せ

FAX
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